




























































ウィーンにおける宿泊日数 ３～５泊（ bis Nächte）2％
６～９泊（ bis  Nächte）1％






















































（典拠）Österreich Werbung, Städtetourismus in Österreich 200
　次にウィーン周辺を含めた広域におけるウィーン市の位置を見ると〔表４〕のようになる。
　ドイツ語表記 Wien & Umlandgemeinden、英語表記 Greater Vienna を「ウィーン大都市圏」と呼ぶことにしよう。
宿泊件数において、ウィーン大都市圏におけるウィーン市の占有率は.％に相当する。つまりウィーン市は周辺部
への広がりをもたない孤立した観光空間であるといえる。








ブルン・アム・ゲビルゲ（Brunn am Gebirge） 2, 0.2
ペルヒトルツドルフ（Perchtoldsdorf） 21,2 0.2
合計 10,1, 100.0














１ 20,20 , 2.21 22.
２ 22,0 ,11 2.1 1.
３ 0,01 , 2.1 .1
４ ,2 0,201 2.2 2.1
５ , 1, 2.0 1.
６ ,12 ,2 2.21 .
７ 1, 2,0 2. .
８ 0,0 1,01,0 2. 2.
９ 1,02 , 2.0 .
10 0,2 ,1 2.2 .2
11 ,2 0,1 2.0 1.
12 21,2 1,1 2.1 0.
合計 ,,2 ,2,2 2.2 2.
（注）宿泊施設売り上げには、朝食、暖房費、売上税を含まない。
























ストメント・リミテッド（Silchester international Investors Limited,London）が保有している⑺。
　空港から市内への交通は、0分間隔のタクト運行されている CAT（City Airport Train）によって1分でウィーン
中央（Wien-Mitte）に到着できる⑻。同区間は、S バーンを利用した場合には所要時間は2分である⑼。
　ウィーン中央（Wien-Mitte）は、S バーンの「中央駅」であり、ÖBB の中央駅（Hauptbahnhof Wien）は、現在
の南駅に隣接して建設中である⑽。
　上記の鉄道と同様に、ÖBB の運行するバス路線（Vienna Airport Lines（Postbus））３系統によって、市中心部
（Morzinplatz/Schwedenplatz）、西駅方面（Wien Meidling → Wien Westbahnhof）および市東部を経由したドナウ方





























（注）準 LCC であるエア・ベルリンは LCC として算出。























































































































































































































































































































独立国家共同体 GUS（CIS） 1,1 2.
その他 1,,0 2.
合計 ,,0 100.0





































































































































































































































































































































































ドイツ 21 カップル 個人 （.2％）
オーストリア ─ 単独 個人 （.％）
イタリア 2 カップル 個人 2（1.％）
イギリス 2 カップル パック （10.2％）
アメリカ 0 カップル パック 1（.％）
スペイン 2 カップル パック 1（1.％）
フランス  カップル パック 2（1.％）
日本  旅行団体 パック 1（0.％）
５．ウィーンと会議
　ウィーン訪問者の1/がビジネス旅行者（Geschäftareisende）であり、「ウィーン観光にとって会議部門は最も重
要な収入源である」（Der Kongresssektor ist der wichtigste Einnahmquelle für Wiens Tourismus.）と指摘されてい
る。平均的ウィーン訪問者が１日あたり2ユーロ支出しているのに対して、ビジネス旅行者のそれは20ユーロに達
しているからである。

























（典拠） ICCA, ICCA publishes country and city rankings 200 in: Press 















（典拠） Union of International Association,Press Release June 200, 
International Meeting Statistics 200, in interrete sub: http://
www.uia.be/node/122, 2.0.2010




































合計（Total） ,2 , 1,21,




































いる NPO 法人「ウィーン観光協会」（Wiener Tourismusverband しばしば Wiener Tourismus と略記される）は、副市長レナーテ・ブ
ラウナー（Mag.a. Renate Brauner）が会長職にあり、ウィーン観光に関わる広報・マーケティング支援を行っている。（Wiener Tour-






⑺　Flughafen Wien AG, Geschäftsbericht 2009, “Alles, Was Zählt”, p.0




る。（Flughafen Wien, Flugplan gültig 28.03.2010-30.10.2010, p.）
⑼　Flughafen Wien, S-Bhan, in interrete sub: http://www.viennaairport.com/jart/prj/va/main.jart?rel=de&content-id=1202202& 
reserve-mode=active, 0.0.2010 S バーンも、0分間隔でタクト運行され、ウィーン中央までの料金は.ユーロである。（Flughafen 
Wien, Flugplan gültig 28.03.2010-30.10.2010, p.）
⑽　Hauptbahnhof Wien, Planungen, in interrete sub: http://www.hauptbahnhof-wien.at/de/Planungen/index.jsp, 11.0.2010
⑾　Postbus, Vienna Airport Lines, in interrete sub: http://www.postbus.at/de/Regionen/Wien_-_Niederoesterreich_-_Burgenland/
Vienna_AirportLines/index.jsp, 0.0.2010
⑿　Wiener Linien GmbH & Co KG, Jahresbericht 2009　200年における路面電車乗客数は８億１千10万人、U バーンのそれは５億１千
10万人、バス利用者は１億１千0万人であった。（Ibid.）
⒀　BBC News, Airline Collapse Hits Passengers, in interrete sub: http://news.bbc.co.uk/2/hi/business/222.stm, 01.0.200
⒁　典拠としたのは、200年夏期スケジュールである。（Flughafen Wien, Flugplan gültig 28.03.2010-30.10.2010）




⒄　bmi は、ブリティッシュ・ミドランド航空（British Midland Airways）が2001年に bmi British Midland ブランドを採用し、その２
年後から bmi ブランドによって運行されている航空会社である。2002年には、ローコスト子会社 bmi baby を立ち上げた。200年７月
以降、ルフトハンザの傘下に入っている。（bmi, about us, in interrete sub: http://www.flybmi.com/bmi/en-gb/about-us/about-bmi/
about-bmi.aspx, 0.0.2010 et bmi, our history, in interrete sub: http://www.flybmi.com/bmi/en-gb/about-us/about-bmi/our-history.
aspx, 0.0.2010）
⒅　エア・リンガス（Aer Lingus）はアイルランドの国営航空会社であるが、ローコスト・モデルを追及するキャリアである。（Aer 
Lingus, About Us – Company Profile-, in interrete sub: http://www.aerlingus.com/aboutus/aerlingusmedia/companyprofile/, 0.0.2010）
⒆　ロシア航空（Rossiya Airlines）は、サンクト・ペテルブルクを本拠とするロシア国営会社（Federal State Unitary Enterprise State 
Transport Company Rossiya）である。（Rosshiya, Russian Airlines – core airline of Saint-Petersburg, in interrete sub: http://eng.
pulkovo/en/about/aboutus/strcrussia/, 0.0.2010） トランスアエロ航空はモスクワ・ドモジェドヴォ空港を拠点とするロシア最初の民
間航空会社である。ロシアの航空会社として、最初にボーイングの機材を導入した。（Transaero Airlines, Company History, in inter-
rete sub: http://www.transaero.ru/en/company/history, 0.0.2010）
⒇　Wiener Tourismus, Spanien Marktdatenblatt, in interrete sub: http://b2b.wien.info/media/files-b2b/marktdaten-spanien, 1.0.2010
　クリックエア（Clickair）は200年、ヴエリング航空（IATA-Code: VY）と統合し、後者が存続会社となった。（Vueling Airlines, S.A., 
Informe Especial requerido por el Real Decreto 12/200, de 1 de Octubre）
　スパンエア（Spanair）は、1年以降インターコンチネンタル路線を就航し、2002年から SAS グループに加わった。（Spanair, His-
toria de Spanair, in interreete sub: http://www.spanair.com/web/es-es/Sobre-Spanair/Informacion-Corporativa/Historia-de-Spanair/, 
0.0.2010）
　Wiener Tourismus, Spanien Marktdatenblatt, in interrete sub: http://b2b.wien.info/media/files-b2b/marktdaten-spanien, 1.0.2010
　この時点における居住地別順位において、日本はドイツ、オーストリア、アメリカ合衆国、イタリアに続ぐ第５位で、イギリスを上回っ
ていた。（Wiener Tourismusverband, Tourismus-Bilanz 2003, p.1 et Wiener Tourismusverband, Tourismus-Bilanz 2003～2009）
　Wien Tourismus, Länderstudie der britischen Städte-, Kultur- und Bildungsreisenden – Executive Summary, in interrete aub: http://
www.2.wien.info/b2b/data/ExecutiveSummaryGBStaedtereisende.pdf, 2.0.2010
　MANOVA GmbH, Gästeprofil Japan, September 200, p.1
　Wien Tourismus, Japan Marktdatenblatt, p.,  in interete sub: http://www.wien-tourismus.at/data/maerkte/japan.pdf, 2.0.2010
　Wien Tourismus, Japan Marktdatenblatt, p.,  in interete sub: http://www.wien-tourismus.at/data/maerkte/japan.pdf, 2.0.2010
　Wiener Tourismusverband, Fact Sheet, Die Wiener Tourismusindustrie und ihre wirtshcaftliche Bedeutung. Juni 2010 (WT, Fact 
Sheet 2)
　Vienna Convention Bureau, Wiener Tagungsstatistik 2008
　Vienna Convention Bureau, Wiener Tagungsstatistik 2008, p.
